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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向を踏まえ、平成 19 年 5 月 15 日に公表した業績予想を下記のとおり修正します。 

 

記 

 

１． 平成 20 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 19 年 5 月 15 日発表） 

1,500 

 

200 300 200 

今回修正予想（Ｂ） 1,600 400 800 800 

増減額（Ｂ－Ａ） 100 200 500 600 

増減率 6.7% 100.0% 166.7% 300.0% 

前期（平成 19 年 3 月中間期）

実績 

2,873 1,736 1,876 1,622 

 

２． 平成 20 年 3 月期連結中間業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 19 年 5 月 15 日発表） 

125,000 

 

1,500 1,500 1,000 

今回修正予想（Ｂ） 140,000 △1,000 △1,500 △2,000 

増減額（Ｂ－Ａ） 15,000 △2,500 △3,000 △3,000 

増減率 12.0% － － － 

前期（平成 19 年 3 月中間期）

実績 

120,750 1,122 1,099 995 



３． 平成 20 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 19 年 5 月 15 日発表） 

3,500 

 

1,500 1,500 1,500 

今回修正予想（Ｂ） 2,400 100 700 700 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,100 △1,400 △800 △800 

増減率 △31.4% △93.3% △53.3% △53.3% 

前期（平成 19 年 3 月期）実績 4,233 1,927 2,289 1,939 

 

４． 平成 20 年 3 月期連結通期業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 19 年 5 月 15 日発表） 

270,000 

 

10,000 9,000 5,000 

今回修正予想（Ｂ） 300,000 6,500 5,500 3,000 

増減額（Ｂ－Ａ） 30,000 △3,500 △3,500 △2,000 

増減率 11.1% △35.0% △38.9% △40.0% 

前期（平成 19 年 3 月期）実績 260,732 6,789 5,517 4,130 

 

５． 修正の理由 

(１)単独の業績 
 持株会社である単独の中間業績につきましては、経費の削減効果や営業外収益が増加したこと

もあり、予想額を修正します。また通期業績につきましては、子会社からの配当収入が予想を大

きく下回る見込であるため、予想額を修正します。 

 

(２)連結の業績 
 鉛価格の上半期中における高騰に対し、価格改定を進めてまいりましたが、鉛価格上昇のスピード

が予想をはるかに上回る速度で進行したため、販売価格転嫁が追いつかず、連結中間売上高、連結中

間営業利益、連結中間経常利益および連結中間純利益とも予想を修正します。通期につきましては、

主として上半期の業績悪化の影響により、連結売上高、連結営業利益、連結経常利益および連結当期

純利益とも予想を修正します。 

 

以上 


